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デ
ィ
ワ
リ
控
え
活
気
戻
る
市
街

　
新
型
コ
ロ
ナ
累
積
感
染
者
数
は
８
０
０
万
人
を
超

え
て
い
る
も
の
の
、
イ
ン
ド
経
済
は
確
実
に
前
進
し

て
い
る
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
イ
ン
ド
の
累
積
感

染
者
数
値
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
事
が
多
い
が
、
人

口
が
１３
億
人
以
上
い
る
事
も
大
き
な
要
因
で
あ
る

が
、
毎
日
９５
万
人
前
後
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ
れ

て
い
る
結
果
で
も
あ
る
。
本
日
時
点
で
既
に
１
億
人

以
上
の
国
民
が
検
査
済
と
な
っ
て
い
る
。
１０
月
中
旬

か
ら
は
映
画
館
も
解
禁
、
一
部
の
学
校
も
登
校
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
国
際
線
定
期
便

の
乗
り
入
れ
以
外
は
、
一
般
市
民
の
生
活
は
コ
ロ
ナ

前
に
ほ
ぼ
戻
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
９
月
に
毎
日
１０
万

人
程
増
加
が
続
い
た
新
規
感
染
者
数
も
こ
こ
へ
来
て

ピ
ー
ク
時
の
半
数
以
下
ま
で
下
が
っ
て
き
た
。
幸
い

致
死
率
も
１
・
５
％
内
外
で
推
移
し
て
お
り
、
市
民

の
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
恐
怖
感
は
薄
れ
、
イ
ン
ド
最
大

の
祭
事
で
あ
る
デ
ィ
ワ
リ
を
控
え
街
に
は
活
気
が
戻

っ
て
い
る
。

１０
月
１６
日
に
イ
ン
ド
自
動
車
工
業
会
（
Ｓ
Ｉ
Ａ

Ｍ
）
が
発
表
し
た
内
容
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
の
製
造

業
を
牽
引
し
て
い
る
自
動
車
産
業
が
活
気
づ
い
て
来

て
い
る
。
９
月
度
の
乗
用
車
販
売
（
多
目
的
車
＝
Ｕ

Ｖ
＝
と
バ
ン
を
含
む
）
は
、
祭
事
期
の
特
需
に
合
わ

せ
前
年
同
月
比
２６
・
５
％
増
の
２７
万
２
０
２
７
台
に

拡
大
し
た
。
う
ち
、
一
般
乗
用
車
は
２８
・
９
％
増
の

１６
万
３
９
８
１
台
、
Ｕ
Ｖ
は
２４
・
５
％
増
の
９
万
６

６
３
３
台
、
バ
ン
は
１０
・
６
％
増
の
１
万
１
４
１
３

台
と
、
い
ず
れ
も
２
桁
台
の
伸
び
率
を
記
録
し
た
。

主
要
自
動
車
メ
ー
カ
ー
１２
社
の
う
ち
、
８
社
が
プ
ラ

ス
成
長
と
な
っ
た
。
首
位
の
マ
ル
チ
・
ス
ズ
キ
は
前

年
同
月
比
３３
・
９
％
増
の
１４
万
７
９
１
２
台
と
堅
調

な
伸
び
を
続
け
た
。
２
位
の
現
代
自
動
車
は
２３
・
６

％
増
の
５
万
３
１
３
台
と
な
っ
た
。
ま
た
、
３
位
の

起
亜
自
動
車
（
最
後
発
の
韓
国
メ
ー
カ
ー
）
も
、
市

場
に
新
し
く
導
入
し
た
小
型
Ｓ
Ｕ
Ｖ
「
ソ
ネ
ッ
ト
」

お
よ
び
「
セ
ル
ト
ス
」
の
堅
調
な
売
れ
行
き
で
、
約

２
・
５
倍
の
１
万
８
６
７
６
台
と
な
り
、
最
も
高
い

伸
び
率
を
示
し
た
。
日
系
企
業
の
日
産
、
ト
ヨ
タ
な

ど
を
含
む
４
社
は
売
上
の
減
少
が
続
く
も
の
の
、
各

社
の
販
売
は
持
ち
直
し
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

　
ま
た
景
気
回
復
の
カ
ン
フ
ル
材
と
し
て
、
イ
ン
ド

の
財
務
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
以

降
初
め
て
と
な
る
需
要
喚
起
策
を
発
表
し
た
。
対
策

の
内
容
は
、
政
府
職
員
を
対
象
と
し
た
個
人
消
費
の

喚
起
と
公
共
設
備
投
資
の
促
進
の
２
分
野
。
こ
れ
に

よ
り
、
政
府
は
総
額
７
３
０
０
億
ル
ピ
ー
（
約
１
兆

２
２
０
億
円
）
の
需
要
創
出
を
見
込
む
。

個
人
消
費
喚
起
政
策
と
し
て
政
府
機
関
の
全
職
員

へ
現
金
支
給
し
、
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
に
１２
％
以

上
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
税
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
商
品
を
一
定
額
以
上
購
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
た
。
こ
の
施
策
に
よ
り
需
要
創
出
は
２
８
０
０

停滞の農業に変革もたらす新農業法
日本企業にもアグリビジネス参入好機

荒木英仁（あらき・ひでひと）

毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー

インドビジネスコンサルタント

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケイ」の海外事業に従

事し、２００５年から９年間、同社インド法人社長。１４年春グ

ルガオンにて「Casa Blanka Consulting」社を設立し、日本企業

との提携を求めるインド企業を支援。監査法人「Udyen Jain &

Associates」と業務提携し、日本企業のインド進出や現地でのコン

プライアンスを支援。インド最大手私銀「ICICI　Bank」のアドバ

イザーや、ＪＥＴＲＯの「中小企業海外展開現地支援プラットフォ

ーム」コーディネーターも務める在印１５年強のベテラン。

荒木英仁のインクレディブル・インディア⑦  
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億
ル
ピ
ー
と
な
る
。
更
に
、
祭
事
（
イ
ン
ド
最
大
の

お
祭
り
デ
ィ
ワ
リ
等
）
に
合
わ
せ
て
１
万
ル
ピ
ー
を

中
央
政
府
の
職
員
に
ボ
ー
ナ
ス
の
代
わ
り
に
前
払
い

す
る
ス
キ
ー
ム
を
実
施
。
こ
れ
も
上
記
現
金
支
給
同

様
に
２
０
２
１
年
３
月
末
ま
で
の
支
出
を
義
務
付
け

て
い
る
。
１
万
ル
ピ
ー
は
返
済
が
必
要
だ
が
、
無
利

子
か
つ
１０
回
払
い
で
の
返
済
が
可
能
だ
。
こ
れ
に
よ

り
更
に
８
０
０
億
ル
ピ
ー
の
需
要
創
出
を
見
込
む
。

公
共
設
備
投
資
促
進
政
策
の
ひ
と
つ
は
、
州
政
府

へ
の
特
別
支
援
で
、
中
央
政
府
は
州
政
府
の
資
本
的

支
出
に
対
し
、
総
額
１
２
０
０
億
ル
ピ
ー
の
５０
年
無

利
子
ロ
ー
ン
を
提
供
す
る
。
二
つ
目
は
中
央
政
府
予

算
の
増
強
で
、
２
５
０
０
億
ル
ピ
ー
を
追
加
し
、
道

路
、
防
衛
、
水
供
給
、
都
市
開
発
、
国
内
生
産
の
資

本
設
備
な
ど
に
充
て
る
。
こ
れ
ら
の
政
府
主
導
の
施

策
で
需
要
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
で
、
進
出
日
系
企
業

が
存
在
感
を
発
揮
す
る
自
動
車
や
電
化
製
品
な
ど
の

分
野
で
も
消
費
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

農
業
へ
の
投
資
拡
大
促
す
新
農
業
法

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
イ
ン
ド
の
農
業
大
改
革

が
一
気
に
進
む
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
新
法
案
が
可

決
し
た
。
イ
ン
ド
議
会
は
９
月
２０
日
、
農
家
が
農
産

品
を
民
間
業
者
向
け
に
直
接
販
売
を
し
や
す
く
す
る

た
め
の
新
農
業
法
案
（F

a
r
m
 
B
i
l
l
2
0
2
0

）
を
可
決

し
た
。
こ
の
法
案
は
、
現
行
法
の
改
正
お
よ
び
中
間

流
通
業
者
（
現
状
５
～
７
社
の
業
者
が
存
在
す
る
複

荒木英仁のインクレディブル・インディア ⑦

雑
な
仕
組
み
）
の
排
除
を
進
め
て
、
農
家
が
農
産
品

を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
食
品
販
売

会
社
等
を
含
む
流
通
会
社
、
大
手
小
売
チ
ェ
ー
ン
と

直
接
取
引
「Farm to Fork

」
を
行
う
こ
と
を
可
能

に
す
る
狙
い
が
あ
る
（
表
1
＝
上
）
。

今
ま
で
複
雑
な
流
通
経
路
に
よ
っ
て
農
家
か
ら
の

仕
入
れ
値
に
対
し
我
々
が
購
入
す
る
大
都
市
部
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
価
格
は
8
～
１０
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い

た
。
最
近
は
モ
ダ
ン
リ
テ
ー
ル
が
拡
大
し
て
き
て
近

代
的
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
一
年
中
比
較
的

新
鮮
な
野
菜
が
入
手
出
来
る
様
に
な
っ
て
き
た
が
、

未
だ
大
半
の
野
菜
売
り
場
は
冷
蔵
機
器
も
無
く
、
気

温
が
５０
度
近
く
あ
が
る
デ
リ
ー
の
夏
場
は
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
は
殆
ど
入
手
不
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
小
規
模
か
つ
細
分
化
さ
れ
た
農
地
、
低

水
準
の
生
産
性
、
冷
蔵
貯
蔵
倉
庫
を
含
む
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
等
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
フ
ラ
の
未

整
備
、
金
融
支
援
制
度
の
遅
れ
な
ど
様
々
な
要
因
が

国
内
農
業
の
発
展
を
阻
害
し
て
来
た
。
人
口
の
半
数

近
く
を
農
業
従
事
者
が
占
め
る
イ
ン
ド
で
は
、
大
規

模
な
農
業
改
革
の
必
要
性
が
数
十
年
前
か
ら
議
論
さ

れ
て
き
た
中
で
よ
う
や
く
モ
デ
ィ
政
権
が
重
い
腰
を

上
げ
た
事
は
快
挙
で
あ
る
。

こ

の

新

た

な

法

案

は

①

必

需

商

品

法

（Essential Commodities Bill

）
改
正
、
②
農

家
に
よ
る
農
産
品
取
引
の
推
進
（T

h
e
 
F
a
r
m
e
r
s
’
 

Produce 
Trade 

and 
Commerce

＝Promotion 
& 

表１
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取
引
さ
れ
る
事
に
な
る
。
こ
の
法
案
通
り
に
流
通
経

路
が
改
革
さ
れ
れ
ば
、
今
ま
で
無
駄
に
摂
取
さ
れ
て

い
た
大
部
分
の
マ
ー
ジ
ン
が
取
り
除
か
れ
、
市
場
適

正
価
格
を
ベ
ー
ス
と
し
た
買
価
と
な
り
、
生
産
者
が

よ
り
多
く
の
利
益
を
享
受
出
来
る
事
と
成
り
得
る
。

勿
論
、
農
業
改
革
が
新
法
案
ど
お
り
に
進
む
か
ど

う
か
は
依
然
不
確
定
要
素
が
多
い
が
、
そ
う
し
た
改

革
が
農
家
の
自
由
市
場
へ
の
よ
り
良
い
ア
ク
セ
ス
に

つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
農
業
に
著
し
い
変
化

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
イ
ン
ド
が
生
産
量
世
界
１
位
又
は
2
位
の
農

産
品
は
多
い
（
表
２
＝
上
）
。
し
か
し
、
効
率
的
な

輸
出
も
含
め
農
家
の
利
益
享
受
に
繋
が
っ
て
い
な

い
。
イ
ン
フ
ラ
（
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
）
の
未
整

備
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
遅
れ
等
解
決
し
な
く
て

な
ら
な
い
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

世
界
有
数
の
農
業
国
も
伸
び
悩
み

イ
ン
ド
は
１
億
６
９
４
６
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
世
界

第
１
位
）
も
の
広
大
な
農
地
を
有
す
る
。
１
９
４
７

年
の
独
立
後
、
食
糧
生
産
が
停
滞
し
て
穀
物
の
輸
入

大
国
と
な
っ
て
い
た
が
、
１
９
６
０
年
代
の
食
糧
危

機
を
き
っ
か
け
に
「
緑
の
革
命
」
を
開
始
し
た
。
米

・
小
麦
の
高
収
量
品
種
の
普
及
や
化
学
肥
料
や
農
薬

の
投
入
、
管
井
戸
灌
漑
の
導
入
な
ど
を
行
っ
た
結

Facilitation

＝Bill

）
、
③
農
業
就
労
者
の
権
限

保
護
・
強
化
の
た
め
の
価
格
保
証
協
約
／
農
業
サ
ー

ビ
ス
付
与
（T

h
e
 
F
a
r
m
e
r
s

＝E
m
p
o
w
e
r
m
e
n
t
 
a
n
d 

Protection

＝Agreement on Price Assurance 

and 
Farm 

Service 
Bill

）
の
3
本
柱
か
ら
成
り

立
つ
。

法
案
の
狙
い
は
大
き
く
分
け
て
、
農
家
所
得
の
向

上
、
農
業
生
産
性
の
向
上
、
民
間
企
業
に
よ
る
農
業

部
門
へ
の
投
資
拡
大
に
あ
る
。
具
体
策
と
し
て
は
、

①
一
部
の
必
需
農
産
品
の
供
給
規
制
を
撤
廃
し
、
在

庫
制
限
の
導
入
を
価
格
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
、
②
農
産

品
の
州
内
・
州
間
の
取
引
（
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
、
州
政
府
に
よ
る
手
数
料
、
地
方

税
、
課
徴
金
を
撤
廃
し
、
自
由
化
す
る
、
③
農
家
の

買
い
手
と
の
直
接
取
引
を
認
め
、
適
切
な
代
表
者
制

度
と
紛
争
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が
掲

げ
ら
れ
た
。

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
、
農
産
品
の
大
部
分

を
州
政
府
管
轄
下
の
卸
売
市
場
で
、
政
府
に
よ
る
保

証
価
格
で
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
卸
売
市
場

「
マ
ン
デ
ィ
」
は
農
家
（
通
常
は
大
規
模
農
家
）
と

中
間
取
引
業
者
で
構
成
さ
れ
る
農
産
品
流
通
委
員
会

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
中
間
取
引
業
者
は
農

産
品
の
販
売
促
進
、
保
管
、
輸
送
を
担
う
ほ
か
、
必

要
な
場
合
は
農
家
向
け
金
融
も
ア
レ
ン
ジ
す
る
。
結

果
と
し
て
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
渡
る
時
点
で
原
価
か

ら
は
程
遠
い
（
原
価
の
８
～
１０
倍
の
）
取
引
価
格
で

表２
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荒木英仁のインクレディブル・インディア⑦

ル
ま
で
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に

市
場
が
急
激
に
変
化
を
遂
げ
る
中
で
、
こ
の
変
化
に

対
応
し
て
い
る
農
家
は
限
り
な
く
少
な
い
。
農
民
の

多
く
は
十
分
な
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
３０
％
の
農

民
は
読
み
書
き
す
ら
で
き
な
い
。
ま
た
自
ら
望
ん
で

農
業
に
従
事
し
て
い
な
い
者
が
多
い
た
め
に
向
上
心

は
低
く
、
よ
り
利
益
の
見
込
め
る
作
物
の
選
択
や
栽

培
方
法
、
販
売
先
な
ど
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
肩
上
が
り
に
増
え
続
け

る
市
場
の
需
要
に
合
わ
せ
て
、
多
様
化
に
対
応
出
来

な
い
事
も
農
業
収
入
が
増
え
な
い
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

従
来
農
産
品
は
、
１
９
５
４
年
に
制
定
さ
れ
た
農

産
品
流
通
委
員
会
法
（A

g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
 
P
r
o
d
u
c
e 

Market Committee

・
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）
に
基
づ
き
、
州

政
府
管
轄
の
卸
売
市
場
で
あ
る
「
マ
ン
デ
ィ
」
で
通

商
許
可
を
持
つ
仲
買
人
に
よ
る
農
産
物
の
競
り
が
行

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
仲
買
人
は
競
争
が
な
い
た

め
に
取
引
を
支
配
し
て
お
り
、
農
産
物
を
持
ち
寄
っ

た
農
家
は
提
示
さ
れ
た
価
格
を
受
け
入
れ
る
し
か
な

い
と
い
う
不
当
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
収
穫
し
た

農
産
物
が
消
費
者
の
も
と
に
届
く
ま
で
に
は
複
数
の

仲
買
人
を
渡
る
。
ま
た
仲
買
人
は
農
家
と
販
売
先
の

双
方
か
ら
二
重
の
手
数
料
を
受
け
取
り
、
農
家
に
と

っ
て
ム
ダ
な
仲
介
コ
ス
ト
に
よ
り
最
終
小
売
価
格
の

２
割
以
下
に
ま
で
収
入
が
圧
縮
さ
れ
て
き
た
。

輸
送
イ
ン
フ
ラ
や
貯
蔵
・
加
工
施
設
の
問
題
も
大

き
い
。
多
く
の
地
域
で
は
安
全
な
輸
送
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
な
い
た
め
に
商
品
の
形
が
損
な
わ
れ
る
ほ

か
、
配
送
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
。
ま
た
農
作
物
を
収

穫
し
た
後
、
農
家
や
市
場
の
保
管
状
態
が
悪
い
た
め

に
ネ
ズ
ミ
や
雑
菌
の
被
害
、
浸
水
被
害
な
ど
を
受
け

や
す
く
、
特
に
果
物
や
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
に
つ

い
て
は
約
３０
～
４０
％
の
農
産
物
が
廃
棄
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
気
候
は
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
モ
ン
ス
ー

ン
地
域
に
属
し
て
お
り
、
農
地
に
水
を
供
給
で
き
れ

ば
年
２
回
の
耕
作
が
可
能
で
あ
る
が
、
農
産
物
の
生

育
は
熱
波
や
干
ば
つ
、
洪
水
な
ど
に
左
右
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。
「
緑
の
革
命
」
以
降
、
灌
漑
整
備
は
地
下

水
を
利
用
し
た
井
戸
灌
漑
を
中
心
に
着
実
に
進
ん
で

き
た
も
の
の
、
現
在
で
も
普
及
率
は
農
地
面
積
の
約

半
分
に
止
ま
る
。
こ
う
し
た
灌
漑
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
は
天
水
農
業
と
な
っ
て
お
り
、
天
候
に
左

右
さ
れ
る
不
安
定
な
農
業
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
更
に
灌
漑
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
貯

水
意
識
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
過
剰
に
地
下
水
を

汲
み
上
げ
た
結
果
、
地
下
水
位
が
低
下
し
、
枯
渇
す

る
恐
れ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
塩
害
な
ど
の

土
壌
汚
染
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

１
９
６
０
年
代
後
半
に
は
公
的
分
配
シ
ス
テ
ム

（Public Distribution System

・
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
を

開
始
し
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
食
糧
流
通
政
策
の
根
幹
で
あ

り
、
現
在
で
は
農
家
に
対
し
て
作
物
価
格
を
保
証
す

果
、
穀
物
生
産
が
飛
躍
的
に
増
加
し
て
７０
年
代
に
国

内
自
給
を
達
成
し
た
。
一
方
、
イ
ン
ド
の
穀
物
の
単

収
（
単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
）
は
３
・
５
ト
ン
／

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
世
界
平
均
の
４
・
１
ト
ン
／
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
下
回
る
。
断
続
的
な
水
不
足
な
ど
様
々
な

制
約
が
あ
り
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
だ
。

ま
た
農
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は
１
９
５
０

年
代
の
６０
％
程
度
か
ら
現
在
１４
％
程
度
ま
で
縮
小
す

る
な
ど
農
業
の
相
対
的
地
位
は
低
下
し
て
い
る
。
こ

の
様
な
経
済
発
展
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
は
イ
ン

ド
に
限
っ
た
話
で
は
無
く
、
発
展
途
上
国
か
ら
先
進

国
へ
の
産
業
高
度
化
の
過
程
で
良
く
見
ら
れ
る
傾
向

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
イ
ン
ド
の
就
労
人
口
の
約
５
割

は
未
だ
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
毎
年
２
０
０
０
万

人
程
度
増
え
続
け
る
人
口
の
中
、
非
農
業
が
雇
用
で

き
る
数
は
未
だ
限
定
的
な
為
、
農
業
へ
の
流
入
は
止

ま
る
事
は
無
い
。
た
だ
で
さ
え
収
益
率
の
低
い
農
業

の
就
労
人
口
が
増
加
す
れ
ば
当
然
一
人
当
た
り
の
収

入
は
限
定
的
に
成
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
イ
ン
ド
経
済

に
と
っ
て
農
業
の
収
益
性
ア
ッ
プ
は
急
務
で
あ
る
。

近
年
消
費
者
の
所
得
向
上
や
急
速
な
都
市
化
な
ど

か
ら
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
食
生

活
は
穀
物
中
心
か
ら
野
菜
や
果
物
な
ど
に
大
き
く
シ

フ
ト
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
高
付
加
価
値
食
品
に

プ
レ
ミ
ア
ム
を
支
払
う
層
も
拡
大
し
て
来
て
お
り
、

そ
の
代
表
で
あ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
の
市
場
規
模

は
２
０
１
８
年
の
７
億
ド
ル
か
ら
２４
年
に
は
２１
億
ド

23
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る
一
方
、
消
費
者
に
対
し
て
安
定
し
た
価
格
で
提
供

す
る
機
能
を
果
し
て
き
た
。P

D
S

は
政
府
が
米
や
小

麦
等
の
必
需
品
を
買
い
上
げ
て
市
場
価
格
よ
り
も
低

い
価
格
で
貧
困
層
に
提
供
す
る
制
度
と
な
っ
て
お

り
、
主
に
（
１
）
貧
困
層
に
対
す
る
食
料
の
安
全
供

給
、
（
２
）
生
産
者
に
対
す
る
買
い
上
げ
価
格
の
保

証
、
（
３
）
政
府
が
緩
衝
在
庫
を
保
有
し
て
不
測
の

事
態
に
備
え
、
食
料
の
供
給
と
市
場
価
格
を
安
定
化

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
政
府

は
農
家
の
所
得
保
証
と
し
て
最
低
保
証
価
格
を
引
き

上
げ
る
一
方
、
貧
困
層
に
食
料
を
行
き
渡
せ
る
た
め

に
販
売
価
格
を
低
く
据
え
置
い
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
Ｆ
Ｃ
Ｉ
（Food Corporation India

）
の
売

上
と
農
作
物
の
買
い
上
げ
や
輸
送
、
在
庫
管
理
な
ど

に
か
か
る
諸
費
用
と
の
差
額
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、

政
府
の
財
政
負
担
（
食
料
補
助
金
と
し
て
計
上
）
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
通
じ
て
調
達
さ
れ
る
作
物
は
米

や
小
麦
な
ど
一
部
の
作
物
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め

に
、
農
家
は
政
府
の
価
格
保
証
の
あ
る
作
物
の
栽
培

に
固
執
し
、
政
府
は
必
要
以
上
に
コ
メ
や
小
麦
の
在

庫
を
抱
え
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
以

降
は
穀
物
価
格
が
上
昇
、
農
業
労
働
者
の
賃
金
も
上

向
い
て
は
い
る
も
の
の
、
原
油
や
電
力
な
ど
農
業
投

入
財
の
値
上
が
り
が
続
い
た
た
め
、
結
果
と
し
て
生

産
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
農
家
の
利
益
が
目
減
り
す
る

状
況
が
続
い
て
い
た
。

企
業
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
は
必
至

こ
の
様
に
今
ま
で
イ
ン
ド
の
農
業
部
門
は
州
単
位

の
色
々
な
制
約
の
も
と
、
数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

き
た
。
農
家
の
零
細
・
小
規
模
経
営
や
技
術
導
入
の

遅
れ
が
生
産
性
向
上
を
阻
害
す
る
と
共
に
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
非
効
率
な
市
場
と
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
遅
れ
が
農
家
の
収
益
性
を
損
な
っ
て
き
た
。

ま
た
気
候
変
化
や
農
業
金
融
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
難
し

い
こ
と
が
農
業
を
不
安
定
な
も
の
に
し
て
い
る
た

め
、
農
民
は
貧
困
状
態
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
高
成
長

を
続
け
る
非
農
業
部
門
と
の
間
で
所
得
格
差
が
広
が

っ
て
い
た
。

今
回
の
新
法
案
可
決
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
セ
ク
タ
ー
の
企
業
が
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
し

て
来
る
事
は
容
易
に
想
像
で
き
、
数
十
年
停
滞
し
て

来
た
イ
ン
ド
の
農
業
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
の
は

時
間
の
問
題
と
考
え
る
。
今
後
の
農
業
に
お
け
る
生

産
性
向
上
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
セ
ク
タ
ー
参
画
に

よ
る
、
経
営
規
模
の
拡
大
と
同
時
に
、
機
械
化
や
生

産
知
識
の
習
得
な
ど
の
技
術
力
向
上
、
農
業
金
融
の

拡
充
。
更
に
リ
ア
ル
な
市
場
需
要
に
合
わ
せ
た
、
畜

産
（
卵
、
乳
製
品
）
や
園
芸
（
野
菜
、
果
樹
、
花

卉
）
な
ど
生
産
の
多
角
化
、
そ
し
て
種
子
・
肥
料
や

灌
漑
整
備
、
研
究
開
発
と
い
っ
た
農
業
分
野
へ
の
投

荒木英仁のインクレディブル・インディア⑦

冷蔵機器などを備えない一般的なインドの野菜販売店。新鮮な野菜も少し時間が

経つとしなびてしまう＝ニューデリーで西尾英之撮影
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し
、
ま
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
手
段
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
数
年
で
農
家
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

繋
が
り
始
め
た
こ
と
か
ら
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
に
関
す
る

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
次
々
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
の
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
あ
る
。
一
つ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
気
象

や
疫
病
、
土
壌
の
監
視
、
ま
た
種
子
や
肥
料
、
灌
漑

管
理
、
栽
培
、
収
穫
な
ど
農
作
業
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
、
も
う
一
つ
は
農
家
が
最
終
消
費
者

（
食
品
メ
ー
カ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）
に
直
接
販

売
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
農
産
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ

イ
ス
を
提
供
し
、
商
品
の
集
荷
か
ら
保
管
、
配
送
ま

で
手
掛
け
る
こ
と
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
効
率
化

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

特
に
近
年
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
野
菜
や
果
物
な

ど
を
対
象
と
し
た
流
通
を
一
手
に
担
う
フ
ル
フ
ィ
ル

メ
ン
ト
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
て
い
る
代
表
的

な
企
業N

i
n
j
a
c
a
r
t

は
注
目
さ
れ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
会
社
は
農
家
や
Ｆ
Ｐ
Ｏ

（
小
規
模
・
零
細
農
家
の
集
合
体
／
契
約
農
業
）
か

ら
直
接
集
荷
し
、
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
農

作
物
の
分
類
、
品
質
管
理
し
包
装
ま
で
施
し
た
後
に

小
売
店
に
配
送
す
る
。
従
来
の
複
雑
な
流
通
経
路
を

通
さ
な
い
事
で
農
家
に
と
っ
て
従
来
に
比
べ
１５
～
２０

％
高
い
値
段
で
売
れ
る
様
に
な
っ
た
。
ま
た
小
売
り

店
側
も
品
質
管
理
さ
れ
た
農
産
物
が
５
～
１０
％
安
く

仕
入
れ
る
事
が
出
来
た
。
正
に
「W

I
N
-
W
I
N

」
の
関

係
構
築
で
あ
る
。

こ
のN

i
n
j
a
c
a
r
t

へ
昨
年
末
イ
ン
ド
の
ｅ
コ
マ
ー

ス
大
手
のF

l
i
p
k
a
r
t

（W
a
l
m
a
r
t

所
有
）
が
出
資
す

る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
事
は
記
憶
に
新
し
い
。
イ
ン

ド
は
Ｉ
Ｔ
人
材
の
宝
庫
で
あ
り
、
世
界
的
な
企
業
の

多
く
が
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
イ
ン

ド
政
府
や
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
な
ど
の
支
援
が
多
く
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

挑
戦
し
や
す
い
環
境
が
あ
る
。
今
回
の
新
法
案
の
可

決
に
よ
り
。
よ
り
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
に
向

け
て
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
企
業
や
Ａ
Ｉ
や
機
械
学
習
、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
技
術
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
を
利
用
し
た

民
間
の
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
が
起
爆
剤
と
し
て
加
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
イ
ン
ド
の
農
業
産
業
が
ど
の
様
に
変
革

し
て
行
く
の
か
は
非
常
に
興
味
深
い
。

資
拡
大
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
や
食
品
加
工
団

地
の
整
備
に
よ
る
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
な
ど
に
民
間
部
門
が
呼
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農

業
部
門
の
更
な
る
収
益
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

中
央
政
府
の
食
品
加
工
業
省
（Ministry of Food 

P
r
o
c
e
s
s
i
n
g
 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s

）
も
各
種
コ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
に
関
わ
る
投
資
に
対
し
て
は
３５
％
（
一
般
地

域
）
～
７５
％
（
北
東
地
方
）
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

供
給
す
る
等
の
ス
キ
ー
ム
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。

ま
た
農
業
大
国
か
つ
消
費
大
国
で
あ
る
イ
ン

ド
は
農
業
の
６
次
産
業
化
（
生
産
・
加
工
・
販
売
を

一
体
化
す
る
農
業
手
法
）
に
大
き
な
潜
在
性
が
あ

る
。
農
村
を
基
盤
と
す
る
農
業
関
連
産
業
に
弾
み
が

つ
く
と
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
小
規
模
経

営
の
問
題
の
改
善
に
も
繋
が
る
。
こ
の
分
野
は
農
業

及
び
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
先
進
国
で
あ
る
日
本
企
業

に
と
っ
て
は
イ
ン
ド
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
電
力
・
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進

む
な
か
、
２
０
１
６
年
に
は
イ
ン
ド
の
携
帯
電
話
会

社
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ジ
オ
・
イ
ン
フ
ォ
コ
ム
が
参
入

し
て
価
格
競
争
に
拍
車
が
か
か
り
（
デ
ー
タ
使
用
料

１
ギ
ガ
２０
円
程
度
）
、
比
較
的
貧
し
い
人
で
も
常
時

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
と
な
っ
た
。
現
在
、

携
帯
電
話
は
単
な
る
通
信
手
段
と
し
て
の
機
能
に
止

ま
ら
ず
、
農
業
部
門
に
存
在
す
る
情
報
格
差
を
な
く

荒木英仁のインクレディブル・インディア⑦
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